




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































23.638 43.455 54.4 

























115.010 62.212 54.1 
178.546 79.529 44.5 
2４８８５０ 51.8 128.783 1２．６ 
139.200 255.182 54.5 １５．３ 
387.569 225.677 58.2 11.4 
330.176 553.104 59.7 15.8 
377.370 65.8 248.303 11.3 
146.592 56.5 93.033 12.6 
141.351 90.988 6４．４ 8.7 
４，５ 
３．５ 
236.293 151.506 64.1 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｉ 625 1,068 551 2,343 634 








































1,944 1,449 669 １．３７９ 
1.911 篭’５ 1,820 ２０７ 182 ８ "鮴(27） 
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●一一一一》『一一一一》》『》一一Ｂ畑‐ｌ釦
浪速
北浜 十
井
三
五
三百十△
 鑿藝圏i鴇騨 第百
愛知
十二
第四十九
百十
△明治
山口
横浜
京都商工
日本商業
中井
川崎
東海
■饗繍鑿，北海道商業第六十六
，ｉ△水戸百四］大垣共立iiL:議艤■駕篭 浅草二十七△十八一一噸碗犀
針一塙壌鑓
鋼輌鋼醗舘謝圭・権》洲
霊謝州櫻》》一 |蕊。,△土浦五十
第十
静岡
信濃商業
△十六
△盛岡
△第百七
秋田
岡崎
松江
商栄
△第八十五
Ｄｍｌ０ 
１
３
 
七
八十業
房本越津野狩趣計壺鰄
安
橋
中
会
中
第
嫡
百
第
宮
△
△
△
△
△
△
△
△
△
 
所沢
牛窓
沼津
△東金
△三島
△新潟商業
△前橋商業
△松山商業
△土浦健商
△駿東実業
Ｅ
卯
以
下
｢銀行通信録」明治三二年下期決算広告より，
△は資本金＞預金の銀行
る。この二つの視点の
交叉から、次の四つの
銀行類型をとりだすこ
とができる。円預金・
借
入
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
自
己
資
本
を
賃
付
け
る
前
期
的
一
高
利
貸
」
銀
行
（Ⅵ．Ｅ）口対角線の
左
に
あ
っ
て
自
己
資
本
・
預
金
・
借
入
金
の
バ
ラ
ン
スのうえに立つ「鞘取」
地方大銀行（１．Ｃ）
口
対
角
線
の
右
に
位
価
す
る
浪
速
銀
行
を
典
型
と
し、預金にせまる借入
金
を
も
つ
「
鞘
取
」
都
市
大銀行（Ⅱ。Ａ）四第
百銀行を典型とする近
６５成立期日本信用機構の論理と櫛造（上）
代的預金銀行（Ⅵ。Ａ）である。三四年金融恐慌以前にあっては、右上へむかう近代的預金銀行の引力は、対角線
の左右から左上にむかうピルプローカー的「鞘取」銀行の魔力に圧倒された。三○年金本位制の移行によるゲーム
のルールの貫徹によって、銀行経営の磁場は日銀信用から切りはなされ「鞘取」銀行にかわって預金銀行に集中す
る正常なかたちをとるに至る。Ｃ・Ｄ列とＩ。Ⅱ行の交錯する「鞘取」地方銀行はその存立基盤を喪失し、その多
くは三四年金融恐慌のなかで倒壊を余儀なくされたのである。
以上の検討によって、さきに析出したピルプローカー的「鞘取」銀行の範鴎が、普通銀行体制の出発点において
広い範囲をおおう強力な流通力をもっていることを確認しうるであろう。この借入金優位の「鞘取」銀行における
資金調達を考えるうえで、他店貸借勘定は看過されてはならない。なぜなら、遠隔地の地方銀行にとって他の地方
銀行や都市銀行と資金融通関係をもつことは容易なことではなく、全国的規模ではりめぐらされたコルレス網を通
して為替尻貸借の形態をとって資金融通が行われたからである。》」の各地をむすぶ全国的涜金融通網をなすコルレ
ス網を導管にして、横浜・三重・熊本の中堅地方銀行の破綻は全国に波及伝播する。
第三表により第九・横浜蚕糸・桑名百二十二および九州商業銀行の他店貸借勘定を比較すると、「一ルレス網の著
しく少い横浜蚕糸をのぞく三行はいずれも二○万円をこえる他店借をもち、それに対する他店貸は一○万円を切り、
その差額二○万円近くを他行より融通を受けたに等しい。桑名百二十二の為替借二一一万五千円は資本金三○万円に
匹敵し、九州商業銀行の三一万円の為替借は当座預金一一一四万円に匹敵する。このような巨額な他店借は本来の為替
尻をこえた資金融通の存在を示している。本来荷為替取引における取立て資金の一時的滞留にすぎない為替尻が、
短期的な資金として運用されるに至った。この典型的事例として繭の最盛期の資金操作として「預金の他借入およ
（１） 
びコールマネー的他店借勘定に頼るところが多かった」信州の第十九銀行をあげることができる。第十九銀行は成
6６ 
立当初借入先をもたず、やむをえず預金と他店借で製糸金融を行わざるをえなかった。一一一一年他店借とならんで借
入金による預金調達が開始されたが二九年上期末には、資本金・預金・借入・他店借がそれぞれ二○万円台で相並
び借入十他店借の圧倒的優位の調達構造を示している。
日銀副総裁高橋是清は三四年九州金融恐慌の渦中、西部同盟銀行家を前にして他店借勘定のコールマネー的運用
をきつく戒めた。すなわち、近年他店貸借などの形をとって「西部地方へは京坂地方より一時不用の資金の流入す
るもの巨額により二之を借用金の一方便と心得て、荷為替其他の用便なき所へも此契約を為し以て常時の借用金
の如く之を使用するも２ありとその危険性を指摘し「他店借は全く一時のもの」であるから。且借りたらんは
（ｏ】）
直に之を返済―すべしと為替尻の転用を厳しく批判した。この高橋の批判は、他店借勘定の総回収による金融恐慌
の全国波及の痛手に根ざすものであった。
横浜蚕糸銀行の他店貸は二七ケ所三万九千円、他店借は二五ヶ所四千円であり、その破綻は、借入金とならんで
為替借のこげつきをもたらし、為替尻に対する不安感を醸成した。横浜から八王寺さらに東京へとひろまった預金
取付の波をまえにして、千葉有数の千葉商業銀行は、一一一八一一一ヶ所からの一○万円をこえる為替借勘定をかかえ、そ
（３） 
の回収の危険にざらされ死命を制せられたのである。
他店借勘定のコールマネー的運用が股も大規模に行われ、その総回収が広汎な信用崩壊を惹きおこした典型例と
して、高橋是清が指適した九州と京阪のコルレス網をあげることができる。第九銀行の破綻によって預金取付の波
は久留米六十一さらに福岡十七銀行に波及してゆく。同時に京阪神を中心に九州諸銀行に対する為替賛は一斉に引
き上げられ預金と為替賃の回収によって狭撃され追いつめられてゆく。とくに北九州を代表し救済活動の前面に立
（４） 
った十七銀行は五○万円をこえる炭鉱固定貸をかかえ、他店借の回収のま』えに破綻の危機に苦しむ。この他店借の
６７成立期日本信用機櫛の論理と構造（上）
ｃ
日
銀
借
入
れ
と
市
中
借
入
れ
サウンドバンキングから離れた、これら一‐鞘取」銀行は一体どこからその資金を調達したのであろうか。その銀
行間資金融通を検討する。一般に銀行勘定において借入金の実態はほとんど明らかにされる一」とがない。しかし明
治三四年金融恐慌における銀行破綻はその一端を暴露する。次に掲げる表は『銀行通信録』においては、はしなく
も公表された破綻銀行の借入先の一覧である。内部資料によらないため隔靴掻痒の感を禁じえないが、これを手が
コルマネー的運用は大阪に支店をもつ九州諸銀行を中心に展開されるが、このことが金融恐慌の西日本全域への波
及をひきおこす。第九・十七・福永。肥後・九州商業銀行は大阪に支店をもっていたが、為替尻・預金回収による
資金逼迫のなかで、大阪か熊本へ資金を集中せざるをえず、本支店間の資金のシーソーゲームによって手薄な点が
（５） 
支払不能となり、金融恐慌はこのメカニズムによって九州と大阪で同時に波及し増幅してゆく。
創生期普通銀行の大半は、為替借・借入金・再割引に依存し、預金銀行の自立的経営からほど遠いビルプローカ
Ｉ的銀行経営にとどまっていた。それゆえ日銀の強力な引締による「鞘取」原資の収縮とともに、為替尻引上げ、
再割引拒否を惹きおこし、金融逼迫は波及し、下層から破綻を余儀なくされる。
（１）『八十二銀行史」一八一頁
（２）「西部同盟銀行招待会席上に於て」『東洋経済新報』第一九四号Ｍ三四・五・五および大阪商業興信所阿部直躬「財界動揺
の教訓」『大阪銀行通信録』第一四九号Ｍ三四・二
（３）「銀行通信録』第一八五号Ｍ三四・四
（４）九州における為替尻総回収の影響については、「銀行通信録』第一八四号Ｍ一一一四・三、および「福岡銀行二○年史』を参
（５）「大阪貨幣市場の恐慌」『銀行通信録』第一八六号Ｍ三四・五
照
０ 
6８ 
第５表破綻銀行借入先分析(１は九分、両者合せて一一九％の依存度を示し、十五・丁酉両行からなる十五銀行系が六六万円で四五％を占め、残り
を帝商・中井・森村・第三など都市二流行および露漬銀行が参加している。借入金・再割引の比重を染てみると、
日銀・正金・十五・露清において再割引の比重が高く、都市二流銀行においては借入金のみである。それゆえ、日
銀・正金・十五の比重が高いことが横浜蚕糸の再割引優位をつくりだしているといえよう。第九銀行については、
担保付借入先として日銀・正金ｂ三井が大きな比重を占め、無担保として十五・肥後・安田系。六十六銀行からな
る。日銀がほぼ五割と大きな比重を占め、正金を加へて六割四分に達し、残りを三井・十五・安田系など都市大銀
行より資金融通を受けている。また、熊本の親銀行ともいうべき肥後銀行も大きな位置を占めている。
(円）
|駕二横浜蚕糸銀行再割引手形臘鰹 皿皿噸釦一一ｍｍ一一一㈹㈹ ００
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６５ 
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１１３ 
１２ 
１９ 
１２ 
日本銀行
横浜正金
十五銀行
三井銀行
帝国商業
丁酉銀行
第三銀行
安田銀行
露清銀行
中井銀行
森村銀行
肥後銀行
六十六銀行
３
４
５
 
６
７
 
５
 
２
０
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８
６
 
８
 
２
１
２
 
２
 
かりに先へ進もう。
４まずこれら破綻銀行の借入先を一覧して、とりあえ
、己鈩ず「鞘取」銀行を日銀信用との関わりによって一一つの
、。”グループに分けることが必要となる。地方の中堅的位
哩置を占める横浜蚕糸・第九・桑名百一一十一一銀行のグル
瓢Ｉプと、第七十九・泉州北村銀行などの大阪一一・三流
曰
上
咀
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
第鋼前者の地方中堅銀行については、横浜蚕糸・第九両
瀧行が借入金の詳しい明細を明らかにしている。それに
繩よると、横浜蚕糸・第九両行とも日銀信用への依存が
ｒ，高い・横浜蚕糸銀行では、日銀からは一一割、正金から
６９成立期日本信用機構の論理と柵造（上）
(千円）第６表破綻銀行借入先分析(２
泉州
北村銀行
桑名
百二十二銀行 大阪商業銀行第七十九銀行
〃
〃
〃
〃
行
蓄
盟
業
工
〃
〃
”
銀
貯
同
商
農
村
魚
屋
速
立
善
波
阪
浪
中
菰
阿
大
谷
有
虎
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｎ
Ｕ
（
Ｕ
ヘ
リ
ハ
リ
』
。
ｎ
Ｕ
■
上
■
上
、
。
2O日本銀行
４０鴻池〃
２５積善同盟〃
８大阪貯蓄〃
255市公金
５O日本銀行
７０鴻池〃
］３０積善同盟〃
６０難波〃
２０讃岐〃
塾|妻；
３中京〃
大阪貯蓄〃
浪速”
山ロ〃
五十八〃
大阪実業”
尼ケ崎〃
天両”
109日本銀行
６３桑名貯蓄"
５０十六〃
明治〃
名古屋〃
関戸〃
小栗〃
津島〃
百十六〃
高洲〃
百五〃
桑名商業〃
桑名〃
第七十六"
伊勢〃
津〃
大垣共立〃
149和歌山四十三〃
（為替借）
｢銀行通信録」より抽出集合したもの。３４年恐慌破綻時。
以上、横浜蚕糸と第九両行の借入先の
検
討
に
よ
っ
て
、
預
金
・
資
本
金
を
凌
駕
す
る
借
入
金
の
融
通
は
、
日
銀
・
横
浜
正
金
と
都
市
銀行の二大ルートによって供給されたこ
とをまず確認しうる。そして都市銀行の
な
か
で
は
、
三
井
・
十
五
系
が
圧
倒
的
比
重
を
おおい、かなり離れて安田系がつづく。
と
く
に
三
井
銀
行
は
九
州
の
地
方
銀
行
に
対
し
門
司
・
三
池
支
店
を
通
し
て
菰
極
的
に
手
形
再
割
引
に
応
じ
、
あ
た
か
も
「
九
州
に
於
け
る
日
本
銀
行
」
の
機
能
を
は
た
し
て
い
た
。
都
市
銀
行
に
お
け
る
再
割
引
機
能
で
注
目
す
べ
き
も
う
ひ
と
つ
の
点
は
、
横
浜
・
熊
本
の
両
行
に
対
し
ともに東京の都市銀行が資金を供給し、
より近い大阪・名古屋の都市銀行が登場
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
阪
・
名
古屋の大銀行が．近畿・中京を中心に資
金融通を展開したためと思われる。
7０ 
そこで次に》近畿・中京の事例を検討する。その事例として、桑名百二十一一・第七十九・泉州北村・大阪商業銀
行の借入先がつかめるが、その詳しい計数はなく、散在する記述からまとめたものしか使えない。三重の中堅銀行
である桑名百二十二銀行の借入先としては日銀と明治・名古屋両都市銀行と、百五・十六など愛知・岐阜・三重の
地方銀行一四行からなる。借入金総計五○万八千円のうち個別の計数がわかるものは、日銀から国庫金一○万九
千、子銀行の桑名貯蓄銀行から六万一一一千円、十六銀行から五万円にすぎない。日銀からは国庫金として二割にあた
る資金融通を最低限受けていたことを確認しうるが、恐らくその他に日銀再割引はなかったと思われる。この百二
十二銀行の事例は、さきの第九銀行などのタイプとのちに象る第七十九銀行のタイプとの中間に位置する。すなわ
ち、日銀・正金依存度がそんなに高くなく、名古屋の都市銀行と中京にひろがる一三地方銀行から資金融通を受け
ている。第九銀行のように東京の巨大銀行と結びつくことがなく、自らの属する中京地方の実に広汎な銀行群と、
名
古
屋
・
明
治
・
愛
知
三
行
を
頂
点
と
す
る
相
互
資
金
融
通
網
を
は
り
め
ぐ
ら
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これに対して大阪二流の第七十九銀行の場合には日銀信用への依存はより一層後退し、代りに、大阪の都市大銀
行への依存を深めている。日銀に対しては「約一万円の預金ありしが漸々減少して昨年末日の如きは約五万円の借
（１） 
となり支払停止の当時約一万円の借ありて公債証書を担保として差入れ」た。これに対して、鴻池銀行から約七万、
鴻池系大阪貯蓄銀行の子銀行の積善同盟銀行から約一三万円、合せて二○万円の巨額を有価証券担保で借り受けて
いる。さらに浪速・山口・五十八銀行と連帯して大阪市公金を預る他に、大阪・大和・河内及四国地方の中小銀行
から高利で預った。大阪二流銀行第七十九銀行は、日銀から直接資金融通を受ける代りに、大阪大銀行として確固
たる力を発揮する鴻池系銀行との．〈イブをひろげ、さらに大阪・四国など近畿一円の諸中小銀行から広汎に資金を
集中したのである。このような傾向は、大阪の中小銀行に一般的であったと思われる。たとえば、泉州北村銀行の
７１成立期日本信用機機の論理と構造（上） 場合建浪速銀行より一九万円借り受ける一方積善同盟銀行・中立貯蓄銀行や有魚・虎屋などの個人銀行諺合せて
七行から一一一○万円借りうけ、日銀からの借入れはない。また大阪商業銀行の場合も、日銀から二万円にすぎず、潟
（２） 
池系一一一銀行から七万三千円借りうけている。
以上、大阪における第七十九・北村・大阪商業の三銀行の借入先構成を染るかぎり、もちろん一般化は禁物だが、
大阪中小銀行は、借入を日銀にたよ箔よりも鴻池・浪速などの大阪大銀行を親銀行として依存していったこと、と
同時にまた近畿一円におよぶ広汎な銀行間の資金融通網がかたちづくられていたことを知ることができる。こうし
た広域資金融通網の恒常的な供給源として、頂点に立つ都市大銀行と並んで貯蓄銀行と地方・都市の小銀行が底
辺にひろがる・鴻池系の大阪貯蓄銀行Ⅱ日本積善同盟銀行の活動振りは上の乏しい諸例でうかがい知ることができ
る。資本金五万円の零細な中立貯金銀行が、泉州北村銀行に一五万、美作銀行に七万円貸出すその投資行動のうち
（３） 
にその機能の一端をみることができる。貯蓄銀行とならんで、都市・地方で放資先をもたない小銀行は、機関銀行
として資金調達に苦しむ比較的信用ある都市二流銀行へ高利で放資する。これらの孤立した不活発な小銀行の多く
は、虎屋・讃岐・大阪実業銀行など、借入金・預金比率分布表（第四表）の無借入・零細銀行に属するものと思わ
れる。たとえば讃岐銀行は六万六千円の貸出のうち第七十九銀行本支店に二万、中央貯蓄銀行に一万一一千、合計一一一
万二千円とほぼ五割を銀行に投じている。のこり一一一万円は不良賛として固定していたから、これら銀行への融通に
（４） 
よる利鞘稼ぎがいかに重要な役割を果していたかうかがい知ることができよう。
以上の乏しい事例による借入先の分析によって、少なくとも、いわゆる「鞘取」銀行といわれる借入金優位の銀行
経営において日銀・正金に依存する「鞘取」と、都市大銀行を親銀行とする市中「鞘取」の一一つのルートが併存
していることは確認しうるであろう・横浜蚕糸銀行、第九銀行は、この日銀「鞘取」と市中「鞘取」の二つのルー
7２ 
卜にほぼ二分されている中間形態をなす。日銀・正金の再割引によって調達した資金を市中へ融通する都市大銀行
は、資金融通機構における親銀行型とよぶ。一方、大阪の第七十九・泉州北村銀行や桑名百一一十二・九州商業銀行
（５〉
は、親銀行を中心とする市中の資金融通ルートが日銀・正金ルートを大きく凌駕していることから、資金融通機構
における子銀行型銀行と規定することができる。このタイプの銀行は、親銀行と、借入が少く資金を上位銀行に預
ける孫銀行とから、遊休資金を集中し、積極的投資活動を展開する。この四つの仮説類型は、おそらくは都市大銀
行、地方大銀行、都市・地方の中小銀行、零細銀行に対応するものと推定されるが、その点についての細い規定は
今後の個別銀行史の進展を待たなければならない。この四類型を第四表にたぶらせてゑると次のような見取図が描
けるであろう。Ａ列に属する東京。大阪の都市大銀行は、サウンドバンキングに立つ第百・住友・帝国商業の一一一行
をのぞく全てが親銀行型で、とくに浪速。北浜・十五・一一一井・百一一一十・安田・’一一菱がその傾向が強い。Ｂ・ｃ。Ｄ
列と１１Ⅳ行とが交錯する範囲は、地方大銀行を中心とする中間型をかたちづくる。その内容は、日銀借入と市中
借入の組合せによって、上は親銀行型に下は子銀行型に連続する。さきに析出した第九銀行はその中間に位置し、
桑名百二十二銀行は下方に位置する。新潟銀行（のちの第四銀行）はその上方に位極する。一一一一一年末新潟銀行の借
（６） 
入金は百一万円であり、そのほとんどが日銀からで、多少十五銀行と三菱合資銀行部から借入れられ、親銀行型に
著しく近い。事実一一一一一一年、東京支店を通して東京明治銀行に代理交換の受託銀行として三八万円の巨額を投じてい
る。一方で日銀信用に依存しながら他方で都市大銀行を中心に市中借入に依存する二本足の中間型の銀行は、日銀
信用の強力な引締による一一一四年金融恐慌の過程でその存立条件を喪失し両極分解を余儀なくされる。愛知・明治・
名古屋三行は中京金融界の親銀行に浮上し、第九・七十七・百二十二などの銀行は子銀行として都市大銀行の資金
網に次第にくみこまれてゆく。
７３成立期日本信用機構の論理と櫛造（上）
ｄ
手
形
再
割
引
と
保
証
信
用
確立期日本産業資本による資金融通機構は日銀低金利政策をバックとする日銀↓都市・地方大銀行↓（中小銀行）
↓株式会社へと縦に流れる有価証券を担保とする「鞘取」銀行主義的資金循環からなっていた。ところでこの銀行
間資金融通はいかなる形態をとって行われたのだろうか。『銀行通信録』の決算広告において借入は借入金と再割
引手形に分けられている。手形貸付と割引の区別が明確でないところでは借入金と再割引手形の区別もあいまいな
ものとなる・多くの銀行が借入金とだけ表示し再割引を区別する銀行は少ない。区分しているいくつかの事例のう
ち京都商工銀行のように再割引手形の象の銀行もあれば、九州商業銀行のように借入金が圧倒的な銀行もある。普
（１） 
通銀行全体では一一一二年末に借入金は七八一一一九万、再割引手形は一一一七一一万円と二対一の比重をなしている。借入形
態についてその詳細がわかる横浜蚕糸銀行を例にとってみると、借入金の一一一分の一一の一一○万円が再割引手形であ
り、担保別では、確実な商業手形裏書五万五千、担保付五一万一一一千円、これに対し無担保は一一一二万円の巨額に達
した。確実な商業手形と担保付借入がすべて再割引手形であったと仮定してもほぼ五四万円残るから無担保再割引
手形は少くとも五四万円以上に達する。日銀は無担保融通手形の再割引を行わないから、借入全体の一一一分の一は市
（１）「大阪貨幣市場の恐慌」『銀行通信録』第一八六号Ｍ三四・五
（
２
）
同
第
一
九
五
号
Ｍ
三
五
・
一
（３）同第一九三号Ｍ三四・一一
（４）「各地金融界動揺始末」『銀行通信録』第一八九号（臨時増刊）Ｍ三四。七
（５）九州商業銀行の日銀借入は、参照しうる明治三二年六月末の『銀行通信録』決算広告では、借入総額一四六万九四○○円
のうちのわずかに九八○○円にすぎない。
（６）『第四銀行百年史」二一六’七頁
７４ 先⑧雛蹴淵瀧蹴》紳綱洲諦鯰縣頻鮭聰鰡侭厘鵬艸綱烈繩
借行井四池屋十九島業他１鍵なかった。｜‐鞘取」銀行主義的資金融通機構の大きな環をなす市中再
銀
十古三十鏑計汀割引はいかなる機構によって回転しているのだろうか。そのひとつの
社会三三鴻名百四加奈共噸例解として、一一一四年京都における信用崩壊をとりあげ、裏書信用に支
資
鴉えられた手形流通Ⅱ再割引の一端を明らかとする・
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工金東清一江菱友浜業通Ｊターにも支店を設け大規模に貿易活動を展開したが、一一一三年不況のな
行
末
鋳一輌詐
畷繩かで不振に陥った。京都の諸銀行より巨額の借入によって凌いだが、
一京横鴨露第近一一一住北起
ついに破綻。会社償務は総計融通手形一二六万五千円に達し、そのう
ち無担保は七五万一一一千円と六割を占め、債権者は実に一銀行二七、個人一○二人」と広い範囲に及んだ。銀行借入
先は第七表に掲げるとうり。京都商工・正金・鴨東・露清銀行が一○万円をこえる大ロの借入先であった。こうし
た銀行信用の動員には保証信用が大きな役割を果した。京都商工・鴨東両行は関西貿易合資会社の機関銀行ともい
うべき密接な関係をもち、巨額の資金を投じていた。固定賛の危険を際知した京都商工銀行は三○年、出資社員が
未払込金に相当する一一一万円まで債務の保証をなすことを求めた。さらに横浜正金銀行も一一一二年「荷為替手形期限
内に荷物引取保証極度八万円迄は各自の出資金に比例し其責任を負担す」るように出資社員の保証を要求した。正
金。京都商工は、出資を担保とする保証信用を動員する》」とによって関西貿易への大口貸出を続けていったのであ
７５成立期日本信用機機の論理と樅造（上）
〆》。こうして「其振出手形の如きも出資社員の裏書及保証等に依りて僅に流通有様」となり次第にその流動性は減退
していった・手形流通力の減退による行詰りを突破するために陸より高度の保証信用の動員が求められた。出資
社員による保証から銀行による保証へ上向する。露清銀行は関西貿易振出の荷為替手形を割引くにさいし銀行保証
を要求した。大口貸出の固定に苦しむ鴨東銀行はその重圧を解放すべく裏書信用を与へることによって、手形再割
引流通の。〈イブをひろげるに至る。鴨東銀行は一一一一一一年十万ドルの手形保証（手数料六厘）をはじめ、しばしば保証
信用を与えた。破綻当時においてはその残高は六万五千円であった。関西貿易合資会社の振出手形は、まず半ば機
関銀行化した京都商工、鴨東両行によって割引かれ、さらに出資社員の保証信用の動員によって横浜正金。京都商
工の貸出枠をひろげ、さらにその限界は銀行保証信用の動員によって打破され、手形再割引Ⅱ流通のルートが次第
に切りひかれ、拡大していった・保証信用による手形市中再割引の拡大にもかかわらず、京都酒造家に対する固定
賛六万円をかかえる鴨東銀行は、露清銀行より保証償務の請求を受け、ついに支えきれず支払停止に追い込まれ、
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不振にあえぐ豊川鉄道はその資金繰りを機関銀行ともいうべき密接な関係をもつ豊橋銀行の借入に依存した。資
本金三○万、預金約五○万円に対し、豊川鉄道一社に約四○万円の巨額の保証債務を負い、経営Ｑ〈ランスを崩
し、危機に頻した。そのために豊川鉄道は、会社財産一切を担保に浪速銀行より一一○万円、株式を担保に第三銀行
より八万五千円の借入をなした。この全資産をあげての借入によっても資金の窮迫をとめることができず、豊橋銀
行は無担保融通手形に裏書保証を与えることにより、一一一万円帝国商業銀行より再割引融通をひきだした。しかし露
清・帝国商業銀行などの大銀行は、豊川鉄道の割引依頼に対し「相当なる銀行の保証あらざれぱ融通を為すこと能
（３） 
はざる」とし、豊橋銀行からさらに都市大銀行の一角をなす百三十銀行西陣支店支配人の裏書による一周度の保証信
用が動員されたのである。大阪百三十銀行の裏書信用を動員することによって、帝国商業銀行より七万五千円、露
清銀行より二○万円の資金を調達した。この他、岡山二十二銀行より三万円再割引されたが、この場合には豊橋銀
行と百三十銀行による二重の裏書信用に支えられており、この重層的な保証信用関係を媒介にして、豊橋と岡山が
（４） 
資金融通ルートとして結び合わされたのである。
都市大銀行の一角を占める百三十銀行の裏書信用は西陣支店長の独断によるものとし支払をめぐって露清・二十
一一銀行とのあいだに紛議をよびおこしたが、このときの保証信用の失敗がのちの一一一七年破綻の一因となった。一一一四
年恐慌のもとで保証信用をめぐる争いは、逸身銀行の融通手形割引における一．通例一万円に付五百円の手数料を受
（５） 
け」とる「裏書屋」の介在など頻発していたが、それは裏書保証を事業とする本格的ピルプローカーの欠落に根ざ
すものであった。その欠落をうめるものが重役や地方銀行の保証信用に他ならない。日銀の再割引は有価証券担保
か商業手形に限定されたが、市中（再）割引は無担保の融通手形を含朶、その信用度の選別は困難を極め、都市銀
行は信用ある地方銀行の裏書にもとずいて再割引するしかなかった。それゆえ日本の銀行の「多くは手形の売買
７７成立期日本信用機構の論理と構造（上） 『プ。‐カー」の如き心得にて僅かの差益を得ん為に諺割引の取次をなせしに過童なかった。とくに地方銀行
は、実質的には産業資本と蓄積力ある都市銀行とのあいだをつなぐ手形仲買人としての機能を日本信用機構におい
て果していたのである。しかし地方銀行の裏書によるピルブローカー機能も、地方銀行そのものの弱体な信用力で
は充分に機能しえず、手形流通のために、重役保証↓地方銀行裏書↓都市銀行裏書へと保証信用の高度化が求めら
れていった。商業手形が充分発達せず、単名融通手形が股盛を極めるとき、都市銀行は、優良有価証券を担保とし
て割引くか、地方手形につうじている地方銀行の裏書をたよりに割引くか、二つにひとであった。
明治一一一四年における預金銀行主義的再編以前の「鞘取」銀行主義的ピラミッド銀行体系はその動力源をなす資金
供給を日銀低金利政策に依存し、その縦へ流がす潤澗機能は、有価証券担保と重層的な裏書保証信用が果していっ
たのである。この裏書保証は、重層的なピラミッド体系をなし、この体系をろかすることによって手形が選別され
てゆく。しかし三四年金融恐慌において中小銀行は崩壊の危機に頻し保証信用による手形選別機構は安全確実性を
保証しえなくなる。「鞘取」銀行主義から預金銀行主義への大転換にともなって、中小銀行によってになわれたピ
ラミッド型の手形選別機能は、横へのひろがりをもった本格的ビルプローヵーによってはたされてゆく。縦のつな
がりによる閉鎖的基盤のなかで、わずかではあれ次第にかたちづくられつつあった手形再割引は、部分的閉鎖的性
格を脱却し、全国各地に開かれた市場機構を構築する困難な地点に到達したのである。
（１）『第三○次銀行局年報』より
（２）関西貿易合資会社の破綻事情については、『銀行通信録』第一八九号（臨時増刊）Ｍ三四・七の「各地金融界動揺始末」
を参照。『横浜正金銀行史』によると四五万円を貸付け、内十万円は商品担保、一九万円は重役個人保証、一六万円は信用
手形である（二二五頁）。
（３）「露清銀行と百三十銀行との紛議」『銀行通信録』第一九二号Ｍ三四・一○、露清銀行は明治三○年初頭、京阪神の手形割
7８ 
明治三四年金融恐慌は、日本における預金銀行主義体系創設にともなう生みの苦しゑに他ならない。日銀信用の
強力な引締めにより、縦割の日本信用機構を支える動力は弱まり、その根抵から崩れてゆく。信用機構の統轄原理
を縦から横へくみかえるためには、うまれたての普通銀行の命綱を断ち切らねばならず、多くの中小銀行が何の手
だてもなく横倒しに投げ出され、崩壊の危機に追い込まれた。信用機構の原理的再編は、信用震憾を機構の深部に
まで及ぼさざるをえない。ここに至って、日銀・都市大銀行を中心に、基抵から崩れ、上へ上へと波及してゆく信
用崩壊の波を防ぐべく救済活動に乗り出す。最後の貸手として日銀信用は救済融資の主導的役割をはたしたとはい
え、日銀が直接救済の手をさしのべることはなかった。日銀は救済融資を役ずる場合、必ず都市大銀行の保証か、
あるいはその地方の銀行同盟参加銀行の連帯保証を要求した。三四年の金融崩壊の過程で日銀救済融資におけるこ
の二つの保証機構は、親銀行による系列の強化と地方共同救済同盟の群生をう糸だした。救済融資におけるこの二
つの系列は預金銀行体系への転換を主導する二つの再編原理として機能する。信用機構を縦から横へくふなおすに
引において菰極的姿勢をとった。一一一三年において一九ヶ所の支店と一二ヶ所の代理店をもつ露潤銀行は一一一一一一年日本の産業資
本への資金融通を展開する。八月九州峰池炭鉱に対し帝国商業銀行の保証によって一ヶ年三○万円（年一二・五％利子）を
融通し、さらに、つづいて福山紡紙に対し清商興泰号の裏聾によって三ヶ年二五万円の融通を与えた。紡綴資本への資金融
通はそれ以後三○○万円に拡大してゆく計画であった。露清銀行は日本の産業資本の手形を割引く場合、必ず信用ある銀行
の裏番による再割引の形態をとって行われた。ｓ銀行通信録」第一七八号、第一八一号）
（４）「二十二銀行と百三十銀行」『銀行通信録」第一九二号Ｍ三四・一○
（５）「各地金融界動揺始末補遺口」同第一九一号Ｍ三四・九
（６）第一銀行大阪支店支配人長谷川一彦「銀行の預金準備」『銀行通信録』第二○○号Ｍ三五・六
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７９成立期日本信用機構の論理と構造（上） あたって、銀行間の相互資金融通機構が日銀再割引にとってかわらねばならない。民間の相互協力機構こそが自立
のための不可欠の条件である。日銀は自らの金融統制力を維持しながら、その限度一杯に銀行間相互資金融通機構
を拡充しようとしたのであり、そのために都市大銀行による縦の系列網の拡大・強化と地方銀行間の横断的同盟の
育成の相い反する二つの再編原理をおしすすめていった。この合縦と連衡のこころみは、’一一四年の金融恐慌のなか
日銀主導の救済同盟榊想は、明治二九年逸身銀行に対する日銀救済において大阪同盟銀行全体の連帯責任を要求
（１） 
したことにはじまる・つづいて三四年金融恐慌において、大阪・京都・名古屋など各地で銀行救済同盟が結成ざれ
恐慌波及の防止に大きな役割をはたした。大阪における逸身・第五十七銀行、京都における鴨東銀行救済に効力を
（２） 
発揮した・しかここで注意すべきはこの有志救済同盟には、大阪・京都に支店をもつ一一一井・三菱・第一・鴻池など
（３） 
の都市大銀行は本店の許可を必要とするという理由で参加を拒否したことである。支店銀行の不参加によって救済
同盟は地方単位の地域的救済同盟としての性格を強くもつに至った。こうした地方的協力機構としての性格は名古
屋の場合に最も典型的にあらわれている。
名古屋においては日銀が名古屋支店を開いた三○年以降名古屋本店銀行は日銀と密接な接触が可能となり、次第
に中京金融界全体を統括する位腫を占めるに至った。一一西年大阪に金融恐慌が勃発するや、明治・愛知・名古屋・
伊藤・名古屋商業の本店銀行および一一一井・第一の支店銀行の七行はもし組合銀行に万一の事態が生じたときは日銀
から七行の連帯保証により融資を受け救済する旨の決議を予め行った。その後豊橋銀行の破綻の影響を受け広く取
（４） 
付けをうけたとき、この救済同盟は発動することなく、明治・愛知両行が主として救援にあたった。三井。第一な
どの支店銀行を含めた都市大銀行による救済同盟は実際には機能することなく、その地方の本店銀行を主体とした
でその真価を問われた。
8０ 
救済同盟に転じてゆく。名古屋においては諺愛知・明治に名古屋銀行が加わって明治四○年、中京金融界の救済同
（５） 
盟ともいうべき「三角同盟」に結実してゆく。
愛知・明治・名古屋。伊藤・名古屋商業の五行からなる名古屋本店銀行による実質的な救済同盟は、その活動範
囲を名古屋にとどめることなく、中京周辺一帯に拡大していった。まず、尾西同盟銀行および尾北同盟銀行が日銀
に救済同盟として認めら梅）信用崩壊にそなえたが、実際には機能することばなかった。これに対して伊勢地方に
おいては、まず有力銀行による救援融資が先行した。桑名商業銀行の場合には、明治・愛知を中心とする名古屋本
店銀行五行の救済融資によって救われ、神宮為替方をつとめる山田銀行の場合には、百五・伊勢・明治三行による
共同救済が中絶したあとはじめて一一一重銀行同盟会の有志銀行七行（三井・第一・百五・伊勢・小津・愛知・明治）
は百五・伊勢・愛知三行を代表銀行とする同盟救済を決定した。しかし実際の救済は、まず伊勢の有力銀行百五・
伊勢・小津の一一一行による救済がなされ、そのうえでつぎに中京金融界の「中央」銀行の位置にたつ明治・愛知両行
の保証によって日銀信用が役ぜられたのである。
以上のように名古屋本店銀行とくに明治・愛知両行は、名古屋を中心とする中京周辺一円を舞台に、各地方の有
力銀行と協調しながら臨機応変に実質的な共同救済を敢行していったのである。これは中京金融界の飛躍をバック
とする明治・愛知両行の都市大銀行への上昇を反映するものであったが、それは親銀行の系列強化ととらえるより
も、「三角同盟」につらなる地方救済協調団と理解するのが妥当であろう。
日銀支店をもたない地方における救済同盟は、近接する大都市の救済同盟を媒介にして日銀信用を受ける。伊勢
の場合は、支店を設け、深い信用関係を築いている名古屋本店銀行が直接救済団を結成したが、都市大銀行の支店
をもたない大和同盟銀行においては、有志救済同盟が結成されたが日銀大阪支店は大阪有志救済同盟の保証を要求
● 
８１成立期日本信用機構の論理と構造（上）
しだ。当時大阪有志救済同盟は自己の存在理由を疑い解散を検討しつつあったから、保証を与えることを拒否し、
大和同盟銀行有志に対する日銀救済融資は発動することなく終った。
日銀支店から遠隔の地方においては、日銀救済融資に依存するのでなく、地方銀行の協調関係の強化を訴え、地
方救済同盟を志向する。その例としては、金沢銀行同盟会・松山中銀行決議和歌山有志銀行にとどまる。救済同盟
は巴大阪・京都・名古屋を結ぶ地域に限定されたのであるが、それは救済同盟を組織するだけの力量を周辺の地方
銀行が末だもちあわせていなかったことに由来する。名古屋における明治・愛知・伊藤・名古屋などの本店銀行に
相当する資力をもった銀行が数行存在することが、地方的救済同盟成立の基礎条件であろう。しかしながらこの過
程は同時に都市大銀行化の過程であり、親銀行として系列支配を拡張・強化してゆく過程に他ならない。一地方内
部
に
お
け
る
横
断
的
な
相
互
資
金
融
通
を
志
向
す
る
共
同
救
済
同
盟
が
、
都
市
大
銀
行
に
よ
る
系
列
支
配
に
圧
倒
さ
れ
て
ゆ
く
姿
は
、
大阪銀行救済同盟の成立と解散のうちに鮮かに示されている。
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信用ある大阪貯蓄銀行の取付けを眼前にし、信用を誇る大銀行も不安の念におさえがたく、四月大阪銀行集会所で
共同救済の検討を開始した９議論は自然陶汰Ⅱ共同救済無用論が続出したが、逸身Ⅱドミノ理論が圧し、東京に本
店を過つ三井・一一一菱をのぞく浪速・一一一十四・百三十・山口・住友・鴻池・北浜・帝商の都市大銀行八行の連帯保証
によぎでげ銀は五○万円を限度に逸身銀行に救済融資を投じた。さらに追加融資の必要から、大銀行八行に、三井・
三菱ずおよ域近江９邦Ｌざ藤本９積善同盟・起業支店の有志銀行を加え、十五行からなる「団体各銀行の連帯責任
蓬以て日銀支店典り資金の供給を求む」有志救済団体を組織するに至った。この有志救済団体は、逸身さらにつづ
いて第五十八銀行救済に出動し戸金融恐慌を一時鎮静化することに成功したのである。
8２ 
共同救済同盟の絶大な効果が認識されたのもつかのま、一一一日後前島銀行の救済要請に対して、方針を一転、突如
有志救済団体の解散を決定した。「此上団体を継続するに於ては徒に各自の累を滋すの象」と救済融資のごげつき
を恐れ、もし救済の必要あれば「所謂親銀行に就て融通を請はしむく鞄と救済同盟を解散し親銀行による系列支
配に道を譲ったのである。何故か。第七十九Ⅱ難波銀行の破綻ののち、資金の回収激しく「同業者間の取引の如き
も全然停止の状態となり」そのうえ一「所謂親銀行と錐復た児銀行を願承るものなきに至」り、親銀行の信用収縮に
よって切りすてられた中小銀行は資金融通のあらゆる方途を失い窮地に追い込まれる。この窮迫小銀行に最後の資
金を融通するところに、すなわち親銀行による系列支配の強化によって切りすてられた中小銀行あるいは系列支配
に参加していない中小銀行の破綻が上層に及ぶのを阻止するところに共同救済同盟の意義がある。しかし救済同盟
はこげつきを恐れ調査を厳しくし選別は峻烈となり、ほとんどの依頼銀行は救済を拒否され「所謂共同救済も亦有
名無実」となってしまったのである。すなわち大阪の都市大銀行は没落する中小銀行を相互救済のもとに支えてゆ
くことを拒否し、個別銀行の利害から選別し系列化を強めてゆく路線を採用したのである。それは前島銀行救済以
降の北浜銀行をはじめとする救済活動のうちに明確にょ承とることができる。
恐慌がひとまず鎮静にむかった五月、堂島米穀取引所の投機をめぐり臨検をうけたことから大銀行の一角をなす
北浜銀行が激しい預金取付けをうけ、再び信用崩壊の危険にさらされた。北浜銀行は、救済同盟に依頼することな
く鴻池銀行を中間銀行として日銀より融資を受ける保証をえた。しかし結局は日銀信用に依存することなく鴻池銀
行の融資によって事態を切抜けたのである。この鴻池ｌ北浜に承られる親銀行救済方式は、その後一般的となる。北
浜取付にともない大阪金融界の弱い環ともいうべき逸身銀行が再び危機に陥り共同共済を要請したが、有志救済団
は拒否し、ついに支払停止となった。ここに「共同救済亦頼むに足らず」の空気を生宅「無限責任を標傍せる個
８３成立期日本信用機構の論理と櫛造（上）
（８） 
人銀行と錐ｊも決して之を信愚するに足らず」と、第五十八・大阪貯蓄さらに木原・虎屋・虎友・古市などの個人銀
行が激しい預金取付けの嵐に襲われた。ここに至って有志救済団は再び第五十八銀行救済にうごいたが、逸身銀行
に対しては共同救済法によらず八行が各自の責任で五○万円を融資したのである。有志救済団の実に限定的な活動
に対して、虎屋銀行などの個人銀行は「所謂親銀行を介して」日銀融資を仰ぐことによって破綻を回避する。虎屋
銀行は住友、木原銀行は鴻池の援助をうけ親子の系列を強化すること、ここに自らの存続の可能性をみいだしたの
である。救済同盟による連衡の試柔は合縦運動に圧倒されてゆく。
明治三四年金融恐慌のなかで横並びの自由競争原理が作動し銀行集中がその苛酷な必然性を貫徹してゆく。日本
の銀行集中は、地方銀行同盟と親銀行による系列支配の二つの可能性を含む。日本の銀行集中の現実は、後者が前
者を圧倒してゆく過程に他ならない。恐慌下、日本信用機構の再編成において、親銀行による系列支配を主軸に銀
行集中運動が開始された。たとえば東北屈指の七十七銀行は国立銀行時代に累穣した百十二万円に達する固定賛の
整理に苦しゑ、巨額の借入金によってかろうじて息をつく窮状にあった。この固定賛の整理を断行するために三六
（９） 
年第一銀行を「親銀行とする事」に決定し、日銀に対する保証と二○万円をこえる応援融資をえたのである。こう
した事例は無数に存在するが、その典型として安田銀行による系列銀行化をあげることができる。
安田善次郎は明治一七年・二三年恐慌における破綻銀行の救済活動に従事し、その結果多くの国立銀行を安田銀
行の系列下に加えていった。関係した国立銀行は第三銀行以下二六行に及んだ。とくに一一一四年金融危機において積
極的に救済を敢行し、その救済銀行を自己の傘下にくゑこんでいった。第四十八・第九十八・第九・第二十二・十
（皿）
七一・京都・肥後の七行および三七年には大阪百一一一十銀行を系列化に成功している。その成功は、熊本経済救済会に
（ｕ） 
よる熊本の地方銀行の大合同を排除するＪものであった。安田銀行はその後四○年恐慌で大垣共立以下四行、大正九
“年恐慌で七行を系列化し諺大銀行コンツェルンをつくりあげていった。それが支店銀行形態をとらず、系列銀行形
Ｉ態をとった国とは、単一銀行制のもとでのアメリカにおけるチェーン銀行（○富百国目岸旨、）による銀行集中と軌
』「を一にする。創生期国立銀行制の骨格を形成する単一銀行主義を根抵から払拭できない明治期日本信用機構におい
ノ〉て、銀行集中は系列銀行化を軸として展開する。全国鉄道網の完成、全国商品・資本流通の飛躍的拡充の基礎条件
，をえて、はじめて日本の単一銀行主義的骨格は払拭される。それゆえ大正三一年二○九の支店網を創出した安田大
》、合同はＰ日本における単一銀行制から支店銀行制への構造転換の画期をなすものである。
・アメリカと異なり支店設置について法的規制をもたない日本において、単一銀行主義的骨格が長く残ったのは、
地方的分断孤立性に求めることができる。かかる地方的分断が克服されないところでの銀行集中は、支店銀行へむ
》かわずへ地方銀行同盟と親銀行による系列支配の二つの可能性をもつこととなる。この地方銀行同盟型の銀行集中
Ｊを現実化するひとつの過程として地方における共同救済同盟があった。この救済同盟は、明治三四年恐慌のなかで
（胆）
出現し、その後明治四○年恐慌・大正九年恐慌の過程で広島・千葉ｄ静岡。浜松・山口・神奈川・和歌山などで結成
されたが、そのほとんどが実施されずに終ったｐ救済同盟は、日銀信用を軸とする親子銀行系列の動揺を限度内に
おさえこむために生れたものであり、日本信用機織の緩衝機構として恐慌下に顕われ、好況の萠しとともに潜行す
る。この伏流をなす連衡のうごきは、底辺に凝集する小地方銀行の破綻のつづくかぎり消失することはない。大正
一二年安田大合同を画期とする支店銀行制への移行にともない、救済同盟のこころみは、それに対抗すべく、行政
力の支えを強めながら地方銀行合同、さらに一県一行主義へとうけつがれていったのである。
（１）『明治大正大阪市史』第四巻経済蔚下五一頁
（２）「各地金融界動揺始末」『銀行通信録』第一八九号（臨時増刊）Ｍ三四・七
８５成立期日本信用機構の論理と構造（上）
（３）同第一八九号および平井暖吉『京都金融小史』三九頁を参照
（４）「大阪貨幣市場の恐慌」『銀行通信録」第一八六号Ｍ三四・五
（５）『愛知銀行四十六年史』九九頁
（６）「各地金融動揺始末」『銀行通信録』第一八九号Ｍ三四・七
（７）金沢については「銀行通信録』第一九○号Ｍ’一一四・八、松山および和歌山については第一八九号Ｍ三四。七を参照
（８）大阪救済団体の詳細については「銀行通信録』第一八九号所収の「各地金融界動揺始末」の「第一大阪市」を参照。
（９）『七十七年史』三四七頁
Ｂ）安田銀行の系列化については『安田保善社とその関係事業史』を参照。
（ｕ）熊本地方は三四年恐慌によって、第九・百五十一・九州商業・福永の四行が支払を停止し、金融流通が閉塞したため、熊
本市官民有志による熊本経済救済会において、九州商業と百五十一両行を合併すること、さらに第九・肥後を加え四行を合
併し一大銀行とする構想がすすめられていた。弓銀行通信録』第一九○号、一九一号）
（⑫）静岡県下の伊豆銀行など八行による救済同盟（Ｍ四○・六・六）浜松四銀行による救済同盟（Ｍ四○・六・上）広島県下
八普通銀行と七貯蓄銀行による広島県同志銀行共融会（Ｍ四一・五・ロ千葉町における農工銀行など四行による救済連盟
（Ｍ四一・五・二七）山口県同志銀行九行による救済同盟決議（Ｍ四三・四・九）神奈川県郡部銀行は左右田銀行を親銀行
とする二九行からなる互助連盟（Ｔ九・八・一○）和歌山県銀行同盟会による救済規約および銀行合併協議案（Ｔ一二・五。
一○）今銀行通信録』および一．大阪銀行通信録』より収集）
（一九七二・一二・’五脱稲）
